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ジオパークと自然の理解
文 小泉　武栄

最近、ジオパークが新聞などで取り上げられることが
増えてきた。ジオパークとは、貴重な地形・地質や、景観
として美しい地形や地質を生かした「大地の公園」で、
いわば世界遺産の地形・地質版である。ただ特異な
地形・地質の上に成立した生態系や植生、さらには棚田
のような文化遺産も含んでいるから、いわば自然景観そ
のものをテーマにした公園ともいえる。
ジオパークは世界遺産と同様、ユネスコが主導して始

まったが、これは今後のわが国の自然教育や観光に、大
きな影響を与える可能性を秘めている。たとえば観光地
に行くと、観光客にガイドが何か説明していることが多
い。ただそのほとんどがそこの歴史に関するものか、
「あの岩は獅子岩といいます」といった類の愚にもつか
ない話が多い。目の前に雄大な景色が展開しているの
に、そのでき方についての解説などないのが普通だし、
不思議な地形を見て、なぜこんな地形ができたのかいう
説明もない。珍しい植物があってもただ名前を教えてそ

れでお終いである。これでは余りにも情けない。
しかしジオパークでは、ガイドは訪問した人に科学的
に説明することが求められる。たとえば「キタダケソウ
は石灰岩地にのみ分布する植物だが、生育の場となって
いる石灰岩は南太平洋の海底で生まれた」といった説明
である。石はものをいわないから、「この石は何億年前
にできた石で、こういう理由でここにある」、「この海食
崖はこういう仕組みでできた」などということを、人が
石に代わって説明するのである。
わが国では自然史教育が欠如しており、そのため国民
は自然の生い立ちや景観の形成メカニズムについてほと
んど知らないままに時を過ごしてきた。その結果が観光
地での解説である。しかしジオパーク的な解説が普及す
れば、それは他分野にも波及するに違いない。私がジオ
パーク活動に期待する所以である。

こいずみ　たけえい（東京学芸大学・自然地理学教授）
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